「柏市地球温暖化対策計画」改訂方針 

－ 現行計画からの変更点 －

１　最新の社会情勢に留意する。
世界，日本の動向等について，最新の状況に更新する。特に日本の動向については，東日本大震災以降のエネルギーに関する考え方等の記述を追加する。
現行の「柏市地球温暖化対策」で記載されている各種対策・施策の実施状況に関する記述を設ける。合わせて関連する他計画や関連部局における施策実施状況も整理する。
２　具体的な対策（何をすれば目標達成出来るか）を明確にする。
期間別（短・中・長期）の排出削減シナリオに加え，部門別（産業，業務，家庭，運輸）のシナリオを整理する。
国レベルで実施すべき施策と市レベルで実施すべき施策を分けて整理し，対策の焦点を絞る。
施策別，主体別の両方で取り組み内容を整理する。
代表的な対策について，行動目標水準を整理する。

ex．人と公共交通優先の歩いて楽しい街，森を再生し“木の文化”を大切にする街 etc．
３　市の温暖化政策を組織横断的に集約する。
環境部の施策に加え，関連部局から既存の施策情報を収集し，市の温暖化対策・施策一覧を整理し，前回計画から加えるべき対策・施策内容を明確化する。
行政施策については，主たる担当部局別に整理し，実行・進捗管理体制を明確化することで，PDCAサイクルを構築する。

４　温暖化対策と地域経済の活性化を両立させる。
国における検討状況等を考慮しつつ，柏市の地域特性に配慮した将来像・目標を想定する。温暖化対策が地域にもたらす様々な便益（住環境の向上や地域経済の活性化等）にも着目する。

５　読者（市民）の読み易さに配慮する。
構成を，本編と資料編に分ける。本編は，わかりやすさ重視でコンパクトに，資料編は，データ根拠が明確となるように整理する。
旧計画からの改訂の意義，取り組みの方針等を冒頭に整理する。
温暖化に関する基礎知識（仕組み，影響，取り組みのポイント等）をわかりやすく記述する。

資料２








